古く ダンテが イタリア 語の 父で あると され、 又 降つ 

て ルタ— が ドイツ語の 完成 者と 云われる ように、 ル 

ネ • デカルト は フランス語の 恩人と されて いる。 ダン 

テの 『神曲』、 ルタ ー の 『新約聖書』 の 翻訳に、 その 意 

味で 比較すべき もの は、 『方法 叙説』 と 呼ばれて いる あ 

の Discours de la M6thode である (之 は 屈折 光学と 

気象学と 幾何学との 後から 書かれた もので これ 等の 序 

説の 意味 を も 有って いる)。 これ は デカルトの 母国語 

である フランス語で 書かれた 殆んど 最初の 哲学書で あ 

る。 而も 人の 知る 通り、 最も 貴重な 思想 的 意義 を もつ 

た 哲学書で ある。 



デカルト は 『方法 叙説』 の 終りの 辺で、 みずから こ 

の 問題に 解答 を 与えて いる。 「私が 私の 先生の 言葉で 

ある ラテン語で 書かずに、 母国の 言葉で ある フランス 

語で 書いた の は、 自分自身の 本来の 極めて 純粋な 理性 

しか 用いない 人の 方が、 古人の 書物し か 信じない 人よ 

リも、 私の 意見 をよ く 判つ て くれる だろうと 思う から 

だ。 良識と 探究と を 結びつける 人 こそ 私の 審 判官と し 

て 望ましい の だが、 そういう 人達 は、 私が 自説 を 俗語 

で 説いた からと 云って、 その 理解 を 拒む ほどに、 ラテ 

ン 語の ひいきで はな かろうと 信じる」、 と 云う ので ある _ 

フランス語の よく は 読めない 私自身 は、 この 『ディ 



フランス語で 書いた の は、 この 『ディスク ー ル』 と、 

ェ リザ ベ ト女皇 のために 書かれた 『パッション』 論 だ 

けだ。 尤も 『メ ディ タチォ ネス』 や 『プリン キ ピア』 

(いずれも ラテン 原文) の 仏 訳語に ついては、 デカルト 

自身 責任 を 取って いるが、 処が 併し 『ディスク— ル』 

を フランス語で 書いた という 根本 精神 は、 即ち 「古人 

の 書物」 によらずに 「生来の 最も 純粋な 理性」 によつ 

て 物 を 考える という 根本 態度 は、 実は もっと 広く、 デ 

カルトの 著述の 全体 を 一 貫す る 或る 一 つの 特色と して 

も 現われて いるので ある。 

彼の 著述 態度 或いは 身振り (ポ— ズ) の 著しい 特色 



の 一 つ は、 広義に 於ても 狭義に 於ても、 引用と いう も 

の を 利用す る ことが 極めて 少ない という 事で ある。 リ 

フ ェ レンス 又は ァリュ —ジョ ン という 形の 引用 さえ 少 

ない、 という ことで ある。 デカルト はこうした 引用 を 

極度に 避けた だけでなく、 自分の 思想の 様々 な 源泉に 

通じる 要素が、 先人に 負う 所の ありそうな 個所 をば、 

極力 抹殺し、 マスク を かぶる ことに 努めてい る、 とさ 

え 批評され ている。 所が A • コ ヮレ (『デカルトと スコ 

ラ 哲学』) などの いう 所に よっても、 デカルト は 決して 

古人 や 先輩の 書物 を 読んで いないの ではない の だ。 ひ 

そかに 大いに 読んで いる。 必要な 本が 手に 這 入る まで 



は 脱稿 をのば したと か、 聖 トマスの 『スン マ . テオ 口 

ギカ』 ゃス アレスの 本 を 携えて 旅行に 出た とか、 とい 

う 事実 も 挙がって いる。 

ガリレイの 裁判 事件 を 聴いて 極度に 衝撃 を 受け、 自 

分の 著述 活動に 恐らく 必要 以上の 政治的 要 心 をしたら 

しい デカルトの 性格と、 今 述べた この 著述 態度との 間 

に は、 恐らく 関係が あるの だろう。 コヮレ も 云って い 

る。 「彼 は 決して 引用 を やらない、 やっても アル キメ 

デス ゃァ リスト テレスの 名 を 挙げる だけで ある。 のみ 

な らず 例えば 明ら か に ァゥグ ス ティ ヌスゃ アン セル ム 

ス の 真似 だ と 思われる と、 自分が まだ 読んだ ことのな 



い 先人と 偶然な 思い も よらぬ 一 致 を 見出した と 云って、 

驚き 且つ 喜んで 見せる という 子供ら しい 又 少し 滑稽 じ 

みた 芝居 を 始める の だ。 そして 全くの 詭弁 や 甚だ 芳し 

からぬ 説明 を 用いて、 自分の 説と その 先人の 説と が 相 

違して いると いう 苦しい 区別 を 探し出す ので ある」 と。 

だが 彼のこう いう 一 面の 性格に 関する らしい こと は 

今 問題で ない。 実は 彼 こそ 最もす ぐれた スコラ 哲学の 

悉 知者であった。 彼の 思想の 源泉 は、 ありと 凡ゆる 処 

から 来て いる。 恐らく デカルト は、 一般に そういう 文 

献学 的な (ス コラ 的. 学校 的) 知識に おいて 甚だ 豊富 

な 学者で あつたと 推定され る。 そして 特に スコラ 哲学 



や 何 かではなかった ことが わかる。 そして それが 云わ 

ば 露骨に、 見本の ように 現われた のが、 他なら ぬ 『ディ 

スク ー ル』 であった の だ。 

かくて 私 は デカルトの 俗語に よる この 哲学 著述に お 

いて、 ァレキ サンド リア 的 • スコラ 的 二 それから もつ 

と 一 般に 種々 の) 文献学 主義に 対する 最も 近代的な 批 

判の 精神 を 見る ので ある。 彼 は 「引用」 という ものの 

もち 得る 科学 上の 弱点に 対する 最も 鋭い批判 者で ある。 

学術 的 僧侶 用語に 対する 最も 大胆な 挑戦者で ある (事 

実 僧侶 生活と 無関係ではなかった に拘ら ず)。 この 文 

献学 主義に 対する 反対 態度 は、 すでに F • ベ— コンの 



「劇場の 偶像」 の 打倒の モット— としても 現われて い 

るし、 更に 溯れば、 ルネサンス における 「書かれた 知 

恵」 に対する 「自然の 知恵」 の高唱 としても 現われて 

いる。 だから デカルト はこの 意味に おいて 最も 近代的 

な 哲学者で あり 従って 又 近世 哲学の 袓 でも ある、 と 

云って いいわけ だ。 

普通、 デカルトの 自我 問題 を 以て、 近世 哲学 は 始ま 

ると 考えられて いる。 私 は 必ずしも これに 同意す る こ 

とが 出来ない。 近世 哲学 は F • ベ —コン の 「唯物論」 

を 以て 始まる と 見る ベ き 世界史 的 理由が あると 思う か 

らだ。 しかし 唯物論の 最も 重大な 批判的 要点で ある 



「フ イロ ロギ— 主義 反対」 (これ はすで に 唯名論の 形 か 

ら 始まる) をば 最も 自覚 的に 意識的に 企てた 人と して 

は、 そして これ を 『ディスク— ル』 という 実例 を 以て 

実演 さえして 見せた 人と して は、 デカルト を 第一位に 

推さねば ならぬ。 デカルト のこの 歴史的 意義 は、 単に 

近世 的 や 近代的で あると いう だけで はない、 これ こそ 

正に 現代的な 意義 だとい うべき だろう。 
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